





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平野屋 昭和初年 芸老・妾 ⇒鶏小屋で死す（詳細は（20））
し，昭和に頂点を究めた銭稼ぎの渦に巻き込まれた男が先導する形で崩壊した。夜這いから料理
屋への変化は，まさにこの時期に徐々にすすんできたのであり，急激な貨幣社会の昭和初期の不
況方向への変化は，地主階級をも巻き込んでいった。この場合，遊廓・料理屋・芸者・妾などと
いう，貨幣による性がその直接要因となっていた。
　ここでの指摘は，男の伝承を中心とした点で問題があろう。女の視点からはどのようになるの
であろうか。また，都市ではなくて，その農村の場合どうなのであろうか。天草の例をとって，
私のフィールドワークによる別稿を用意している。
まとめにかえて
　以上，水俣の近代に立ち現れる「明治寡占地主」「貨幣経済」「子供の増加」「生活の変化」「女
の選択権がある夜這い」「料理屋」「没落地主」について，人々の記憶のなかにおける近代を，地
域の世変わりのなかで整理してきたつもりである。
　そもそも，マリノフスキーが指摘した〔マリノフスキー1922〕クワキウトル族の競合的な贈り物
交換の放蕩儀礼が財産の破壊にまで昇華するというポトラッチ経済は，モースの贈与論において
〔モース1968〕「全体の社会事実」として理論化されている。〔伊藤1974：88－90〕ポトラッチ経済に
は，共時的交換と通時的交換があるが，明治になって突然生まれた寡占地主が，料理屋で放蕩し
没落するのも，貧困のなかで博打に走る庶民も，近代という社会時間における通時的交換の一つ
なのであろうか。栗本慎一郎によれぽ，交換とよばれる行為の最も基礎的な行為は「消尽」と
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「放尽」であり，その究極は自己の破壊行為であり，また戦争であるという。〔栗本1980〕：〔栗本
1981：193－209〕そこに交換のエロースが存在し，その手段として買春が選ぼれたのは，近代に現
れた人間のエロース的意味において当然のことであった。
　ところで，水俣は，あの恥ずべき水俣病を生んだ水俣である。チヅソの責任はいうまでもない
が，それを許した風土は，この地域の近代のあり方によってつくられてきたものであった。「会
社行き」が尊敬され，「会社様」になる過程こそが，チッソの横暴を許したのであった。思えぽ，
平和時の化学肥料の開発は，有事には軍需生産に転化できる。そうして，その技術を植民地たる
「朝鮮の興南」に展開し，人を人とも思わぬ民族差別を前提とした，粗暴な日本チッソの生産体
系は，敗戦後，水俣に立ち返るのであった。こうして，必然的に水俣病はおこったのであった。
〔牛島1991〕
　同様のことは，軍需産業たる石原産業の化学工業の場である四日市においても，四日市ゼンソ
クをひきおこしているのである。誤解を恐れずいうならば，近代という通時社会のエロースは，
戦争・公害・差別による産業社会の自殺行為であり，ある意味では近代の必然の結果であった。
それは，地球環境破壊という自殺行為として今日までも続いている。我々はこうした近代のみえ
ない必然システムのなかで苦しむ我々自身のあり方をみつめる所から，次の時代の新しい生き方
を模索せねぽならないのではなかろうか。
　そういう意味からいうと，地球環境論の倫理史的な意味は，人類の次の生き方を示す意味で重
要な意味があると思うが，これについては別に論述したいと思う。
　なお，本論はr聞書』による記述を活用した。本論などなくとも，『聞書』にみごとに示され
ている事実に重大な意味がある。この豊かな『聞書』を民俗学の視野におさめることを意図して
小論を記述した。
註
（1）赤松〔赤松1991：73〕によれば，娘を商品として高価に売り込むための処女性尊重と「貞操」の
　　強要，息子を売春風俗産業の購買力に仕立てる手段としての「純潔」教育，そこには資本主義社会の
　　露骨な商品化政策がある。
（2）新婚の夜に新郎と新婦がはじめて床に入り，
　　　あんたの家に柿の木ありまっか
　　　ヘエ，おます
　　　わしが登ってちぎってもよろしおますか
　　　ヘエ，どうぞちぎって下さい
　　　そんならちぎらしてもらいます
　　と問答をするというが，本当は若衆入りのことだという〔赤松1991：63－70〕。
（3）登場人物のなかに，嬉・博労（「土佐源氏」の主人公）・レプラ患者・漁船のカシキ（飯炊き小僧）・
　　大工・木挽き・山師・マタギ・黒鍬・杣師・北海道移民・海士・行商人・落人・山伏などがあった。
（4）赤松〔赤松1986：180－182〕によれば，明治末期には，村の上層農民はすでに夜這いから疎外され
　　ており，中間下層は分化し，町に出て酌婦などの売春を利用する男がではじめた。ただ，無料である
　　という点で大正まで残ったという。この点は本論で証明したい。
（5）明治6年，国有林区分の際，時の県庁遠野県では，人々は税金の賦課を恐れたために官有にしたと
　　いう。
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（6）宮本常一〔宮本1973：322－323〕によれば，農民は税金を恐れて手放した林が国有林になっても，
　　国の用益権を認めたわけではなかった。ところが，近代法における所有権の確立は用益権を認めなく
　　なる。そこで人々が用益権を行使しようとすると盗伐ということになる。……政府は国有林の管理を
　　厳にした。そして，政府は明治32年から林野法を施行して，国有林の積極的経営をはじめたという。
　　萱場も，こうして，国の管理が強められてきたのだ。
（7）同様のことは他にも〔宮本常一1973：97－98〕ある。宮崎県宮崎村北川内では明治22年の村落合併
　　のときに，共有山を23名の記名共有とした。村の貧困を私有化によって解決しようとしたのであった
　　が，明治30年頃から漸次価値を生じ，それにより天然林を担保にして金を借り，漸次共有林解体の過
　　程を辿った。山を官に取られることを恐れ，分筆した人々の智恵は，貨幣経済の進展のなかで，担保
　　物件として共有林を解体していった。
（8）宮本常一〔宮本1973：109－110〕によれば，同様のことは高知県東川における仙谷鉱山（明治19年
　　より）経営の清水栄次郎によってもおこなわれている。鉱山に働く者は白米を食い，現金のありがた
　　さを知った。近隣の人々の生活も華美になり，清水は2000町歩の山林をあつめた。さらに，近隣の安
　　芸町，土居町の富商金貸たちが山林を集めた。
（9）　こうしたことは全国的であり，神棚をあけると中にサイコロが入っていた（兵庫県多紀郡西紀町板
　　井，滋賀県大津市瀬田橋本町など）という伝承も少なくない。
（10）　ウラでは山への鰯売りが行われた。これは近代に起因するものではない。舟津の娘が5～6人組ん
　　で，薩摩の山野辺りに売りにいった。馬車引く人に頼んで，一人5～6斗入れていく。行った日に無
　　塩で売り，二日目に1斗に2合の塩をして売る。鰯1升と籾2升をかえる。馬車曳きどんたちは，馬
　　車宿にとまらした。他に子鯛の干した串刺しや白海老，車海老を持っていった。木賃宿に泊る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治29生）（第一巻，141～143）
（11）赤松啓介〔赤松1986：82〕は，明治政府になって，富国強兵策の一環として堕胎罪を創設，厳禁
　　したという。
（12）　「天草漁民聞書」によれぽ「天草辺な，r男ン子生るれぽ，海の中へ投げ込め』ち，言いよらしたち，
　　話じゃった。そげん，女ン子は銭1こなりよったどわい」〔久場1978：207〕という。昭和30年に次男
　　として天草で産婆さんによって取り上げられたM氏は，生まれるなり産婆に「男の子は兵隊さんで，
　　いらんバイ」といって，あやうくひねられる（間引かれる）所だったと，伝承されている。想像をた
　　くましくすれば，かつて男の子をひねったのは，まぎれもなく産婆であり，女の子は女工・買春婦と
　　して出稼収入が得られるので残したのであろう。それが第2次大戦のおり，生めよ増やせよといって
　　男の子を取り上げたものの，結局，戦場に送らざるを得なかった産婆の心底は，まさに「かつては食
　　えなくて，前の大戦では兵士としての男の子はいらんかった」という反省ではなかろうか。しかし，
　　そうした天草の貧困は，天草の古くからの風土ではなく，これも近代の結果であって，古くは天草は
　　豊かな所であった。これについては別稿を用意している。
（13）宮本常一〔宮本1973：78－79〕では，佐賀県神崎郡東背振村では1000町歩をこえる草地が，明治末
　　期から大正半ばにかけて行われたと考えられる貨幣経済の浸透とともに，その重要性を変えていった。
　　すなわち，貨幣経済は年間各戸100日前後というが如き採草労働から他の賃金労働へと労働力をぬき
　　とった（金肥の出現がそれに拍車をかけたことはもちろんである）。かくて，この採草地はなくなって
　　しまったと記述されている。
（14）水俣では，結婚には，従兄弟などと親決め結婚する場合と，青年が「あんた家の娘を連れて行くば
　　い」と宣言する馴染み結婚とがあり，子ができてから役場に届けた。大正5年届けると，結婚と同時
　　に生まれたのは私生児だといって罰金50銭とられたという。
（15）馬鹿の，口のかなわんのと，マガリ（ライ病）の，神経の，ゾロゾロ居ったぽい。片輪の多かった
　　ですたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第一巻，261頁）
（16）座敷牢に関し，これを近代のなかで説いた論考に，〔川村1989〕〔川村1990〕がある。
（17）金を積み立てるのか，物を積み立てるのか不明。おそらく先に紹介した，籾を積み立てる形とは違
　　い，米や萱の必要な場合のために講金を積み立てたものと思われる。
（18）　アチャとは，水俣方言で，唖者のこと。
（19）舟津は，下層におかれた水俣の漁村のなかでも，さらに差別をうけた。それは漁民の寄留性をとら
　　える水俣の地域性であった。筆者の調査によれぽ，舟津は沖縄漁民の系をひいているのではないかと
　　思える。詳細は別稿で論じるが，この舟津こそ，水俣病看老の最も多く，また最初に発見された所で
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　　あった。
（20）（伊蔵に続く．水俣第二の地主といわれた平野屋は　最盛期には）蓄音機を持っとらったでな。あ
　　ちこちの部落にいって，女子供を集めて蓄音機鳴らしてみせらっとたい。昔は蓄音機て見たこともな
　　し，珍しさに女子供共寄って来るじゃろうがな。一番良いのを権妻（妾）にしよらったて。
　　　熊本の二本木に遊びにいけぽ，一円札ての十円札てのばらまきよらったて。それを女郎共にあそこ
　　ではさんで取らせて，主あニタニタ笑うて見とらったてな。
　　　（しかし，平野屋の末路はあわれであった）平野屋の旦那が没落したのは，村の衆にとっては，解
　　放でもあった。……みんな，旦那の土地を借ってぽちぽち穴のあいたように住んどったっじゃもんな。
　　どんどん家が増えていったもん。没落後は小田代（最後の妾の実家）で豆腐を売って生活したが，後
　　にそこを出て（水俣町の新興地の）旭町に移り（娘は色神経で昭和15年に川で自殺した。そして，湯
　　ノ児・日当に移り，鶏小屋に着の身着のまま住んだ。最後はカライモを炊く薪もなかった。他人に食
　　わせてもらっていた。終戦後死亡。部落の人が茶碗や焚き物，庭莚を持っていって夜伽をした。素麺
　　箱に入れて土葬し，墓標もなかった。）　　　　　　　　　　　　　　　　（第三巻，109～124頁）
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Disappearance　of　ybb偏and　Dissolution　of　Village
MoRIKuRI　Shigekazu
　　In　folklore，　the　problem　of　sex　has　not　often　been　dealt　with，　and　in　the　cases　it　was
discussed　only　from　the　male　viewpoint．　In　this　paper，　the　author　attempts　to　examine
the　occurrence　of　Minamata　disease　in　relation　to　the　collapse　of　the　local　community，
and　especially　to　the　collapse　of　the　communal　system　of　sexual　give．and．take，　called
“ YOろαi”．
　　In　the　Meiji　era，　the　modernization　of　Japan　brought　with　it　the　concentration　of　land
in　the　hands　of　newly．risen　oligarch　Iandlords．　As　the　monetary　economy　perlneated
society，　the　mutual　aid　relationship　collapsed　among　landless　farmers，　alld　Y66ω，　as　a
mutual　aid　relationship　between　male　and　female　in　the　form　of　sexual　give－and．take，
also　disapPeared．
　　Meanwhile，　women　from　poorer　regions　with　no　industry，　such　as　Amakusa，　were　sold
into　prostitution，　and　red・light　areas　were　formed　ill　the　urban　fringes　of　the　modern
cities．　Male　of　all　classes，　including　newly－risen　landlords，　male　in　traditional　families，
and　factory　workers，　turned　to　the　prostitutes，　indulging　in　dissipation　and丘nally　ruin．
　　This　was　perhaps　an　economic　form　of　eroticism　for　modern　male；however，　it
eventually　resulted　in　self・destruction，　in　the　form　of　Minamata　Disease，　one　of　most
pitiable　injury．
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